
2025（令和７）年３月卒業・修了予定者対象



　企業，団体等の人事担当の方々には，日頃から弘前大学生が大変お世話になっ
ておりますことに，改めてお礼を申し上げます。特に，インターンシップの受
け入れ，充実に多大なご支援をいただいておりますことに，心から感謝いたし
ております。大変ありがとうございます。
　３年にもおよぶコロナ禍の影響がある中でも，弘前大学卒業者の就職状況は
良好に推移しており，令和４年度の就職率も歴代第４位の高い就職率（98.6％）
を達成することができました。残念ながら卒業生の県内就職率は26.1％と低下し
ましたが，青森県出身者の県内定着率は横ばいの約60％であり，前年度に比べ
て青森県出身者が少なかったことが要因と分析しています。
　令和４年５月発刊の『日経キャリアマガジン特別編集　価値ある大学　2022-
2023　就職力ランキング』（日経HP）において，「地域の活性化に貢献している
大学部門」で全国１位，「就職支援に熱心に取り組んでいる大学部門」で全国２
位に本学がランクされました。本学卒業生の活躍によって，本学のキャリア教育の取組が企業等から
高く評価されたものであり，大変嬉しく思っています。もちろん，企業等の皆様が求める「社会人基
礎力（前に踏み出す力，考え抜く力，チームで働く力）」は，学内の「学び」だけで獲得できるもので
はなく，地域社会との交流を通して育まれるものです。多様な「学び」の環境を提供くださっている
地域の方々に対して，改めて感謝の意を表したいと思います。
　法人化以降，地方大学の使命として地域活性化への貢献があげられています。弘前大学はCOC 

（Center of Community）事業とそれに続くCOC+事業の取組を継続するために，令和２年に「青森創
生人材育成・定着推進協議会」を新たに設立し，自治体や県内の高等教育機関，各種企業等の皆様方
とともに地域活性化施策および若者の県内定着に向けた取り組みを行っております。
　地域の自治体や各種企業等の皆様のご協力のもと，弘前大学生の希望や夢を叶えつつ，地域活性化
を実現したいと考えています。今後とも，弘前大学と弘前大学生をよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

弘前大学長

福田　眞作

弘前大学のキャリア教育
　弘前大学は，キャリア教育を「社会全体の中での人生の在り方を見つけ，実現するための『生き方教育』」

と位置付け，平成28年度から教養教育におけるキャリア教育科目を必修化しました。１年次から高年次にか

けて，学生の就業力育成に努めています。

教養教育科目 正課外

１年次 ２年次 ３年次 １年次～

キャリア形成の基礎
（必修科目）

キャリア形成の発展
（選択科目）

インターンシップ
（選択科目）

キャリア形成の実践
（必修科目）

・各種ガイダンス
・企業見学会
・業界研究会
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　キャリア教育の一環として，職業観の育成や就業機会を考えさせ，同時に企業への理解を深めるため，社

会見学や諸先輩と話をする機会となる「企業等見学会」を実施しています。

　様々な業界の職場を見学することで，将来，就職活動をスタートしていくにあたり，青森県内就職・県外

就職の希望にかかわらず，広く社会を見る目を養う，キャリア形成を目指します。ご協力いただける企業様

からのご連絡は随時受付しております。

■参加学生の声

◦見学した企業等全てで，今まで知らなかった

事を知ることができた。また，今後の就職活

動，大学生活に役立つことを沢山得た。私が

大学で学んでいる分野以外の分野の企業で

も，できることがあるということを知れた。

今回のような企業見学に参加する目的は人そ

れぞれで，企業見学は，今後の大学生活，就

職活動に大いに活かすことができるものであ

ることがわかった。今後，企業を調べる際は，

分野にとらわれずさまざまな企業を見たいと思った。

◦実際に自分の目で見てみないとわからないこともあると感じました。思い込みで自分の進路を狭めてしま

わないように，広い視野を持ちたいと感じました。自分は文系で電子機器などを取り扱う企業には不向き

だと考えていましたが，普段は見ることのできない工場の内部の様々な設備等を見ながら製品製造につい

て説明していただき，直接ものづくりに携わらなくても企業に貢献することはできると知りました。

◦今まで見たことがなかった業種の雰囲気やどんな風に働いているのかを知ることで，自分はどう働きたい

かを見直そうと考え，バスツアー参加しました。裁判所については，弘大のOBのお話が有意義でした。

採用１年目，２年目で働いていて感じることを聞けて，裁判所で働くことのイメージがわきました。また，

JRの方は，思っていたよりも創造性のある会社だと知ることが出来ました。会社によって働く人の雰囲気

も違うし，求められているものも違うのだろうと感じました。特に裁判所は実際に見学したことで職業と

して縁遠い印象は少し無くなりましたが，正確性，公立性が求められる点で，お堅い印象は残りました。

◦マイナビに登録されていない企業が主な訪問先であったため，選択肢が広がった。地域に密着した仕事や

地域活性化の仕事に興味があったため，それらに携わる企業について知ることが出来た。また，就職先と

現在大学で学んでいることはあまり接点がない先輩方が多い印象を受けたので，私も現在の専攻に関わら

ず就職先候補の選択肢を増やして行きたいと考えた。

◦駅ビルを開発する企業があることをそもそも知らなかったので，分野を新しく知ることができたのが有意

義だった。人事の担当者だけでなく，実際に現場で働いている人から直接お話を聞けたことで，リアルな

話を知れたので良かった。

◦県内の企業について詳しく知りました。様々な業界の仕事内容を知ることで，改めて日本で仕事したいと

いう気持ちが強くなりました。その中でも特に，水晶製品と生産過程について勉強になりました。また，

企業の雰囲気がとても良かったと感じました。

企業等見学会
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　人文社会科学部は，北東北地域における人

文社会科学分野の主要な高等教育研究拠点の

ひとつです。少子高齢化の急速な進行，世界

規模でのグローバル化の進展等によって，日

本社会が大きな変化を迫られている状況の中

で，確かな価値観と行動原理に裏づけられ

た，人文社会科学分野の専門知識・技能と現

実の課題解決能力をそなえた人材育成を目指

します。

　人文社会科学研究科は，人文社会科学専攻のもとに，文化芸術コース・現代共生コース・政策科学コースという３

つのコースを設置しています。各コースでは，それぞれの学問分野に関係した高度で特色ある教育・研究を通して，

グローバル化と共生の時代に相応しい資質・能力を身につけた人文社会科学系の高度専門職業人として，我が国の文

化の振興や経済・産業の活性化の面から人間社会の発展に寄与する人材の養成を目的としています。

人文社会科学部
時代の変化に対応できる専門知識・技能と課題解決能力の習得を目指して

【修士課程】　グローバル化と共生の時代に人文社会科学の深奥を究める

●文化創生課程
　文化資源学コース／多文化共生コース
●社会経営課程
　経済法律コース／企業戦略コース／地域行動コース

●人文社会科学専攻
　文化芸術コース／現代共生コース／政策科学コース

大学院 人文社会科学研究科
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　教育学部は，学校教育教員養成課程，養護

教諭養成課程から構成されており，優秀な教

育者並びに職業人の養成を目標に，人文・社

会・自然等の諸科学，芸術，体育並びに教育

科学に関する教育研究が行われています。そ

して，その実証的研究や学生の実習を行うた

め，本学部には教育実践総合センター，教員

養成学研究開発センター，次世代ウェルビー

イング研究センター，幼稚園，小学校，中学

校，特別支援学校が附属して設置されていま

す。

　教育学研究科は，教職実践専攻をもつ専門職大学院です。教育実践力に秀でた新人教員の育成とミドルリーダーの

養成を目的に，現職教員学生を対象とした「ミドルリーダー養成コース」と学部新卒学生を対象とした「学校教育実

践コース」，「教科領域実践コース」，「特別支援教育実践コース」の４コースを設置しています。青森県が直面してい

る教育課題に対して，理論と実践の往還・融合を通じて，その解決に向けた教育実践を創造しリードする教員を養成

します。

教 育 学 部
教員・教育者育成への新たなる挑戦

【専門職学位課程】　理論と実践の往還・融合

●学校教育教員養成課程
　初等中等教育専攻／特別支援教育専攻
●養護教諭養成課程

●教職実践専攻（専門職学位課程）
　ミドルリーダー養成コース／学校教育実践コース／教科領域実践コース／特別支援教育実践コース

大学院 教育学研究科
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医学部医学科・大学院 医学研究科
医学部保健学科

　医学部保健学科は５専攻を有し，多様な保健医療専門職を養成する機関です。
教育学部特別教科(看護)教員養成課程と医療技術短期大学部を前身とし，保健
医療専門職教育における長い歴史と実績を有しています。校舎は本町キャンパス
に位置し，約800人の学生が所属しています。弘前大学医学部保健学科の使命は，
保健学における適切で高度な専門教育を提供し，健康の質を改善すると共に，国
民の健康と福祉の増進に寄与することです。

高度な医療技術と豊かな人間性を持った医療従事者の育成

医学部心理支援科学科

　医学部心理支援科学科は，医学部の３番目の学科となる，公認心理師養成を想定した学士課程として，令和２年４
月に開設されました。本学科では，心理学・臨床心理学だけでなく，医学・保健学など専門領域に関する知識と技能
の修得と科学的思考力，こころの問題に対する感受性，悩める人に寄り添う姿勢，生命に対する高い倫理性の涵養を
図ります。そして，心理支援職としての役割を通して，地域住民の健康と福祉に寄与し，社会に貢献する人材を育成
します。

心理学を中心とする高度な専門知識・技能，豊かな人間性・倫理性を兼ね備えた心理支援職の養成

●看護学専攻　●放射線技術科学専攻　●検査技術科学専攻　●理学療法学専攻　●作業療法学専攻

　保健学研究科博士後期課程では，学部及び博士前期課程における教育・研究を通して得られた保健学に関する知識・
技術・研究基礎能力を更に高め，人々の健康を保持増進し，生活の質（QOL）向上に向けた独創的・学際的な研究を
自立的に進め，幅広い学識と高度な専門性，倫理性を身に付けた教育・研究者を育成することを目的とします。また，
緊急被ばく医療における高度な教育者及び研究者を養成するとともに本分野の学問の発展に貢献できる教育者・研究
者を育成する被ばく医療コースも設定しています。

【博士後期課程】　独創性・創造性豊かな教育研究者の育成

●保健学専攻　看護学領域／放射線技術科学領域／生体検査科学領域／総合リハビリテーション科学領域

　保健学研究科博士前期課程では，学部教育をさらに発展させ，保健学の領域における教育と研究を通して知的財産
を創造・蓄積すると共に，実践の場でリーダーシップを発揮し，指導的役割を果たすことのできる“メディカルスタッ
フ”の育成を目標としています。また，緊急被ばく医療に関する高度専門職やリーダーを養成するとともに本分野の
学問の発展に貢献できる教育者・研究者を育成する被ばく医療コース及び放射線被ばくに関連した複雑な健康問題を
持つ個人，家族及び集団に対して高度看護実践を行うことのできる人材を育成する放射線看護高度看護実践コースも
設定しています。

【博士前期課程】　問題分析・解析能力を備えた高度医療専門職者の育成

●保健学専攻　看護学領域／放射線技術科学領域／生体検査科学領域／総合リハビリテーション科学領域

大学院 保健学研究科
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理 工 学 部

　理工学部では，変化する現代社会に対応でき

る幅広い視野と科学・技術の発展に貢献できる

力を養う教育カリキュラムを提供することに

よって，自然のしくみを探求する力，先端技術

社会を支える科学を発展させ技術を創造する

力，変化する現代社会が直面する課題を発見・

分析・解決する力を養い，地域や国際社会に貢

献する人材の育成を目指しています。

科学力を養い，人間力を磨く

●数物科学科　●物質創成化学科　●地球環境防災学科　●電子情報工学科　●機械科学科　●自然エ
ネルギー学科

　理工学研究科博士後期課程は，社会に役立つ物質・材料の開発とその応用技術の確立を目指す機能創成科学専攻並

びに高度に発達した社会における自然災害・人的社会災害に対する危機管理技術の確立を目指す安全システム工学専

攻の２専攻構成になっています。それぞれの専攻では，理学や工学の既成概念にとらわれず，科学技術の高度化・多

様化に順応できる幅広い視野を持ち，学際的課題を解決し得る柔軟で総合的な判断力を有する高度専門職業人および

研究者の養成に重点を置いた教育を行っています。

【博士後期課程】　未来を切り開く先端科学技術の創造

●機能創成科学専攻　●安全システム工学専攻

　理工学研究科博士前期課程は，理工学に関わる教育を第一義とし，科学技術の高度化・多様化に順応することので

きる高度専門職業人の育成を目指しています。４年間の学部教育と２年間の博士前期課程教育との連携を重視しつ

つ，基礎学問を探究する理学及び産業に直結する工学といった従来の既成概念にとらわれない，基礎と応用及びその

境界領域を含む，学際性を重視した理工融合を特徴とする高度専門教育を行っています。

【博士前期課程】　理工融合を特徴とした高度専門教育

●理工学専攻
　数物科学コース／物質創成化学コース／地球環境防災学コース／電子情報工学コース／機械
科学コース／自然エネルギー学コース

大学院 理工学研究科
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　農学と生命科学分野の基礎的・専門的な知

識を身につけた人材，課題探究・問題解決能

力を備えた専門技術者・研究者として活躍で

きる人材及び豊かな人間性を身につけ，創造

性と主体性を持って地域はもとより国際的に

も活躍できる人材の育成を目指しています。

　農学生命科学研究科には，生物学，分子生命科学，食料資源学，国際園芸農学および地域環境工学の５つのコース

があります。それぞれの学生は自身の将来の希望に基づき，２つの教育プログラム，すなわち学術研究プログラム（研

究者養成）または実践研究プログラム（専門技術者養成）からいずれかを選択できます。広範囲な技術を理解し，熟

練した地域社会の発展に貢献できる高度専門技術者，国際的視野をもつ優れた技術者並びに時代の要請を先取りし先

端的研究に挑戦できる研究者の養成を目指します。

農学生命科学部
生物学，農学，経済並びに工学における実験と実習を重点的に行います

【修士課程】　農学生命科学分野において高度で専門的な教育・研究を行います

●生物学科　●分子生命科学科　●食料資源学科　●国際園芸農学科　●地域環境工学科

●農学生命科学専攻
　生物学コース／分子生命科学コース／食料資源学コース／国際園芸農学コース／地域環境工学コース

大学院 農学生命科学研究科
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　地域社会研究科は，地域の持つ特有の課題に具体的に対処する人材を養成し，併せて実効性のある研究成果を生み

出す教育研究機関として，活力ある地域社会の実現に積極的に貢献することを目的として2002年度に設置されまし

た。本研究科は後期３年博士課程の独立研究科で，地域産業研究講座・地域文化研究講座・地域政策研究講座の３講

座があります。３年間の学習と研究及び博士論文の作成によって「博士（学術）」の学位を取得できる指導体制をとっ

ており，地域社会のさまざまな分野で活躍中の社会人も多数在籍しています。

　地域共創科学研究科は，2020年に設立された総合的な大学院です。社会学・工学を中心とした地域リノベーショ

ン専攻と，経営学・農学を中心とした産業創成科学専攻の２専攻で構成され，弘前大学の人文社会科学部，教育学部，

理工学研究科，農学生命科学部，地域社会研究科，地域戦略研究所の教員が教育・研究に参加しています。文系・理

系の院生が共に新たな価値をつくりだす文理共創と，地域と大学が協働して新たな価値を生み出す域学共創を通し

て，地域課題解決に資する高度な専門性と俯瞰性を兼ね備えた「地域社会の未来を切り拓くフロントランナー」の育

成を目指します。

【博士後期課程】　高度専門職業人の養成

【修士課程】　“ 地域社会の未来を切り拓くフロントランナー ”を育成

●地域社会専攻

●地域リノベーション専攻
　コミュニティデザイン領域／レジリエンステクノロジー領域
●産業創成科学専攻
　食産業イノベーション領域／グローカルビジネス領域

大学院 地域社会研究科

大学院 地域共創科学研究科
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キャリアセンターについて

　キャリアセンターは，弘前大学教育推進機構の下に，キャリア教育やキャリア支援を通じて

学生の就業力育成を推進する機関として平成28年４月に設置され，求人票の受付や説明会の

開催等を通じて，企業・団体様との連携を図っております。

　本学では，求人検索システム「キャリタスUC（旧UniCareer）」による求人・インターンシップの情報
公開を行っておりますので，何卒，ご協力をお願いいたします。
　なお，紙媒体で送付された求人票等については，キャリアセンター施設内において紙媒体での閲覧のみ
となりますので，ご了承願います。
　「キャリタスＵＣ」は利用料不要です。
　一度，企業情報や求人票，インターンシップ情報を登録することで，次年度以降の更新も簡単に行えま
す。また，複数大学への情報提供も一括で行うことができます。
　キャリアセンターＨＰリンク先からも，ご登録いただけます。

●「求人票」・「インターンシップ情報」送付のお願い

キャリタスUCのご利用やサービスに関する
お問い合わせ
キャリタスUC カスタマーサポート
ＴＥＬ：0120-551-652（フリーダイヤル）／

03-6635-6488
　　　　（受付時間：平日9：00 ～ 17：30）
E-mail：uc-corp@disc.co.jp

弘前大学の就職情報はキャリアセンター
のホームページから

キャリアセンターのホームページでは企業様
向けのご案内を各種ご用意しております。
◦求人票
◦インターンシップ
◦学内説明会
◦就職に関するデータ
などなど。

ぜひ，ご利用いただきますようお願いいたし
ます。
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　各学部に就職担当教員がおります。訪問をご希望される場合は，事前に電話またはメール等で各教員へ
直接ご連絡いただきますようお願いいたします。
　各学部の就職担当教員は，キャリアセンターホームページでご確認ください。

●各学部就職担当教員について

　学内での「個別企業説明会」等の申込を随時受け付け
しております。
　キャリアセンターのセミナー室を主な会場として開催
しており，会場費等は不要です。

　「個別企業説明会」／対象：卒業・修了予定者
　「官公庁業務説明会」／対象：全学年又は卒業・修了予定者
　「業 界 研 究 会」／対象：全学年対象（学生の個人情報取得及び採用に関する広報は不可）

※申込方法：キャリアセンターホームページから，開催希望の４週間前までにお申し込みください。

●「個別企業説明会」等のお申し込みについて

　本学卒業・修了予定学生を対象とした「弘前大学合同企業説明会」等を開催しております。実施方法等
の詳細については，キャリアセンターホームページでご確認してください。

－令和５年度開催予定－　（主に，令和７年３月卒業・修了予定者対象）

　①全学年対象（企業研究セミナー・業界研究会） （対面）
　　令和５年11月15日（水），16日（木）　それぞれ午後　　両日各30社

　②全学年対象（企業研究セミナー・業界研究会） （オンライン）
　　令和６年２月29日（木）　午前と午後の２部制　　１部あたり各30社

　③学部３年・修士1年対象（合同企業説明会）（オンライン）
　　令和６年３月４日（月），５日（火）　午前と午後の２部/日で計４部制　　１部あたり各30社

　参 加 費：いずれも25,000円
　参加方法：�７月中旬頃，ホームページにて申込方法等をお知らせします。お申込多数の場合はお断りす

る場合がありますのでご了承ください。

●「弘前大学合同企業説明会」等について



就職者885名
進学者257名

就職者251名
進学者　 9名

就職者180名
進学者 17名

就職者175名
進学者149名

就職者137名
進学者 68名

就職者142名
進学者 14名

農学生命科学部理工学部医学部保健学科

人文社会科学部 教育学部

学部全体

令和４年度卒業者の就職率
は，98.6％で歴代4位の就職
率となりました。
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進学者,
46.0%

建設,1.2% 農・林・漁・鉱,1.5%

農・林・漁・鉱,
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公務員,
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進学者,
3.5%
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情報通信,
16.5%

情報通信,0.5%

卸売・小売,
10.0%
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宿泊・飲食,1.9%

公務員,26.5%

教員,1.5%

情報通信,5.8%
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金融・保険,0.6%
宿泊・飲食,1.3%

宿泊・飲食,1.0%

医療・福祉,1.9%

医療・福祉,0.3%

教員,61.5%

公務員,
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その他の産業,
7.7%

農・林・漁・鉱,0.4%

農・林・漁・鉱,0.4%
建設,3.8% 製造,0.6%

建設,1.7%
製造,6.0%

情報通信,8.1%
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医療・福祉,16.7%

公務員,14.7%

その他の産業,10.8%

進学者,22.5%
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進路状況データ
１．卒業・修了後の進路状況

【大学院】� 令和４年度（R5.3修了）

産　業　分　類

修士課程 博士課程

 

計

人
文
社
会
科
学
研
究
科

教
育
学
研
究
科

保
健
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
生
命
科
学
研
究
科

地
域
共
創
科
学
研
究
科

医
学
研
究
科

保
健
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

地
域
社
会
研
究
科

修 了 者 数 16 20 34 120 40 20 44 11 7 6 318

就
　
職
　
者
　
数

農・林・漁・鉱
建 設 1 1
製 造 60 13 5 1 1 80
情 報 通 信 1 26 2 4 1 34
運 輸・郵 便
卸 売 ・小 売 1 1 1 1 4
金 融・保 険 1 1
宿 泊・飲 食 1 1
医 療・福 祉 24 1 33 6 64
教員（学校教育） 1 19 1 6 2 4 3 36
公 務 1 6 4 11
その他の産業 1 1 17 9 5 1 1 1 36

計 6 19 26 112 30 15 42 9 5 4 268
進 学 者 数 1 8 6 4 1 20
上 記 以 外 9 1 2 6 4 2 2 2 2 30

【学部】� 令和４年度（R5.3卒業）

産　業　分　類

人
文
社
会
科
学
部

教

育

学

部

医
学
部
保
健
学
科

理

工

学

部

農
学
生
命
科
学
部

計

卒 業 者 数 281 177 200 343 214 1,215

就
　
職
　
者
　
数

農・林・漁・鉱 1 1 3 5
建 設 10 1 4 4 19
製 造 14 1 34 20 69
情 報 通 信 43 9 1 34 6 93
運 輸・郵 便 7 1 2 10
卸 売 ・小 売 26 4 9 23 62
金 融・保 険 16 1 4 1 22
宿 泊・飲 食 5 2 1 3 11
医 療・福 祉 8 3 178 1 1 191
教員（学校教育） 4 96 12 112
公 務 69 12 1 46 40 168
その他の産業 48 12 29 34 123

計 251 142 180 175 137 885
進 学 者 数 9 14 17 149 68 257
上 記 以 外 21 21 3 19 9 73
※人文社会科学部には人文学部を含む

※四捨五入の関係で，合計しても100％にならない場合があります。
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２．職種別就職状況
令和４年度（R5.3修了）

大　学　院

修士課程 博士課程

 

計

人
文
社
会
科
学
研
究
科

教
育
学
研
究
科

保
健
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
生
命
科
学
研
究
科

地
域
共
創
科
学
研
究
科

医
学
研
究
科

保
健
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

地
域
社
会
研
究
科

企業・団体
(221)

一般事務，営業，サービス 2 1 1 4 3 11

看護・その他医療技術者 24 1 33 6 64

その他専門 2 1 104 21 12 3 1 1 1 146

教 員
(36)

小学校 1 4 5

中学校 9 1 1 11

高等学校 2 2

※その他 4 6 2 4 2 18

国家公務員
(5)

一般行政

技術職・その他専門 3 2 5

地方公務員
(6)

一般行政 1 3 4

看護・その他医療技術者

その他専門 2 2

令和４年度（R5.3卒業）

学　　部

人
文
社
会
科
学
部

教

育

学

部

医
学
部
保
健
学
科

理

工

学

部

農
学
生
命
科
学
部

 

計

企業・団体
(605)

一般事務，営業，サービス 130 24 1 32 54 241

看護・その他医療技術者 178 178

その他専門 48 10 85 43 186

教 員
(112)

小学校 1 63 64

中学校 1 24 8 33

高等学校 2 3 4 9

※その他 6 6

国家公務員
(44)

一般行政 18 1 8 4 31

技術職・その他専門 3 1 1 4 4 13

地方公務員
(124)

一般行政 46 8 23 13 90

看護・その他医療技術者 1 1

その他専門 2 1 11 19 33

計 251 142 180 175 137 885

※人文社会科学部には人文学部を含む
※中等教育学校，高等専門学校，大学，特別支援学校及び幼稚園の教員数

学 部 全 体

人文社会科学部

教 育 学 部

医学部保健学科

理 工 学 部

農学生命科学部 55.7% 44.3%

27.4% 72.6% 66.7% 33.3%

99.4%
0.6%

29.4%70.6% 65.6% 25.0%
3.1%

6.3%

39.8% 29.4% 30.7% 57.1% 29.5% 8.0%
5.4%

73.0% 27.0% 25.0%25.0% 50.0%

企
業
・
団
体

■ 一般事務，営業，サービス　■ 看護・その他医療技術者
■ その他専門

学 部 全 体

人文社会科学部

教 育 学 部

医学部保健学科

理 工 学 部

農学生命科学部

教
　
　
　員

■ 教員 小学校　■ 教員 中学校　■ 教員 高等学校
■ 教員 ※その他

0.8%

4.2%

0% 100%50% 0% 100%50%

50.0% 50.0%

66.7%

100.0%

33.3%

50.0%50.0%

70.5% 29.5%

85.7% 14.3%

59.4%40.6%

32.4%67.6%

80.0% 10.0%10.0%

72.6% 26.6%

95.8%

学 部 全 体

人文社会科学部

教 育 学 部

医学部保健学科

理 工 学 部

農学生命科学部

国
家
公
務
員

■ 国家公務員 一般行政　■ 国家公務員 技術職・その他専門

学 部 全 体

人文社会科学部

教 育 学 部

医学部保健学科

理 工 学 部

農学生命科学部

地
方
公
務
員

■ 地方公務員 一般行政　■ 地方公務員 看護・その他医療技術者
■ 地方公務員 その他専門

0% 100%50% 0% 100%50%

計 6 19 26 112 30 15 42 9 5 4 268
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令和４年度（R5.3卒業）

学　　部
北
海
道

東　　　　　北 関　　　　　東 中

部

そ
の
他

合

計

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

東

京

埼

玉

千

葉

神
奈
川

茨
城
，栃
木
，

群
馬

人文社会科学部
（人文学部含む） 83 102 18 7 16 3 3 2 1 7 7 2 251

教 育 学 部 18 59 13 7 10 6 3 2 1 2 6 14 1 142
医学部保健学科 52 65 26 8 13 2 1 3 1 3 4 2 180
理 工 学 部 65 68 7 8 10 1 1 1 3 1 1 9 175
農学生命科学部 39 48 7 5 5 6 3 3 2 4 11 4 137

合　　　計
257 342 71 35 54 18 8 12 7 2 4 21 45 9

885
29.0%

38.6% 8.0% 4.0% 6.1% 2.0% 0.9%
5.2% 5.1% 1.0%

59.7%

３．出身地別・地域別就職者数
◆ 出身地別就職者数

【学部】 令和４年度（R5.3卒業）
就職地域 出身地域内訳

北海道
178人

（20.1％）

北海道 161 90.4%
青森県 11 6.2%
岩手県 2 1.1%
宮城県 1 0.6%
関　東 2 1.1%
中　国 1 0.6%

東
北

407
人

（46.0％）

青森県
231人

（26.1％）

北海道 11 4.8%
青森県 205 88.7%
岩手県 4 1.7%
宮城県 1 0.4%
秋田県 7 3.0%
山形県 1 0.4%
福島県 1 0.4%
中　部 1 0.4%

岩手県
49人

（5.5％）

北海道 1 2.0%
青森県 7 14.3%
岩手県 37 75.5%
宮城県 1 2.0%
秋田県 2 4.1%
山形県 1 2.0%

宮城県
77人

（8.7％）

北海道 6 7.8%
青森県 28 36.4%
岩手県 11 14.3%
宮城県 20 26.0%
秋田県 4 5.2%
山形県 4 5.2%
福島県 1 1.3%
関　東 3 3.9%

秋田県
32人

（3.6％）

北海道 1 3.1%
青森県 3 9.4%
秋田県 27 84.4%
山形県 1 3.1%

山形県
 9人

（1.0％）

青森県 2 22.2%

山形県 7 77.8%

福島県
9人

（1.0％）

北海道 1 11.1%
青森県 2 22.2%
岩手県 2 22.2%
福島県 4 44.4%

◆ 地域別就職状況

東北19.9%

北海道20.1%
関東26.4%

その他2.4%
中部5.1%

青森26.1%

※四捨五入の関係で，合計しても100％に
　ならない場合があります。

就職地域 出身地域内訳

中部
45人

（5.1％）

北海道 6 13.3%
青森県 7 15.6%
岩手県 1 2.2%
秋田県 2 4.4%
宮城県 1 2.2%
福島県 1 2.2%
関　東 3 6.7%
中　部 23 51.1%
近　畿 1 2.2%

そ
の
他

21
人

（2.4％）

近畿
12人

（1.4％）

北海道 3 25.0%
青森県 4 33.3%
岩手県 1 8.3%
関　東 1 8.3%
近　畿 2 16.7%
九　州 1 8.3%

中国
1人

（0.1％）
関　東 1 100.0%

四国
3人

（0.3％）

中　部 1 33.3%

四　国 2 66.7%

九州
5人

（0.6％）

北海道 1 20.0%
岩手県 1 20.0%
中　部 1 20.0%
九　州 2 40.0%

就職地域 出身地域内訳

関
東

234
人

（26.4％）

東京都
164人

（18.5％）

北海道 58 35.4%
青森県 53 32.3%
岩手県 8 4.9%
宮城県 4 2.4%
秋田県 7 4.3%
山形県 4 2.4%
関　東 17 10.4%
中　部 10 6.1%
近　畿 2 1.2%
海　外 1 0.6%

埼玉県
14人

（1.6％）

北海道 2 14.3%
青森県 4 28.6%
秋田県 1 7.1%
福島県 1 7.1%
関　東 5 35.7%
中　部 1 7.1%

千葉県
11人

（1.2％）

北海道 1 9.1%
青森県 3 27.3%
岩手県 3 27.3%
宮城県 1 9.1%
関　東 1 9.1%
中　部 2 18.2%

神奈川県
25人

（2.8％）

北海道 4 16.0%
青森県 9 36.0%
岩手県 1 4.0%
宮城県 4 16.0%
秋田県 4 16.0%
関　東 3 12.0%

茨城県
11人

（1.2％）

北海道 1 9.1%
青森県 2 18.2%
宮城県 1 9.1%
関　東 6 54.5%
近　畿 1 9.1%

栃木県
5人

（0.6％）

宮城県 1 20.0%
関　東 3 60.0%
中　部 1 20.0%

群馬県
3人

（0.3％）

青森県 1 33.3%

関　東 2 66.7%

山梨県
1人

（0.1％）
青森県 1 100.0%



北海道
289人

（23.4％）

青森県546人（44.2％）

福島県
10人（0.8％）

秋田県
80人（6.5％）

山形県
28人（2.3％）

宮城県
59人（4.8％）

茨城，栃木，群馬県
29人（2.3％）

埼玉県
11人（0.9％）

中部
29人

（2.3％）

山梨県
1人

（0.1％）

近畿
16人

（1.3％）

中国
4人（0.3％）

四国
4人（0.3％）

九州
4人（0.3％） 東京都

11人（0.9％）
千葉県
8人

（0.6％）神奈川県
9人

（0.7％）

岩手県
86人（7.0％）

沖縄
2人

（0.2％）

海外他
9人（0.7％）

東北21.3%

青森44.2%

北海道23.4%

その他3.2%
関東5.6%
中部2.3%

青森県出身者が約4割，次い
で北海道出身者が約2割です。
北海道と東北で，約9割を占
めます。

13

卒業・修了 予定者数

◆学部　卒業予定者数
令和６年度（R7.3卒業予定）

学　　部

北

海

道

東　　　　　北 関　　　　　東 中

部

そ

の

他

合

計

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

東

京

埼

玉

千

葉

神
奈
川

山

梨

茨
城
，栃
木
，

群
馬

人文社会科学部 71 151 15 6 18 3 1 3 1 3 8 280
教 育 学 部 16 90 11 5 14 7 4 1 3 3 4 4 3 165
医学部保健学科 52 67 28 14 17 7 1 1 2 2 3 4 9 207
医学部心理支援科学科 3 4 1 1 1 1 11
理 工 学 部 91 162 22 23 15 4 2 6 5 1 7 11 9 358
農学生命科学部 56 72 10 10 15 6 3 3 3 1 4 1 14 7 9 214

合　　　計

289 546 86 59 80 28 10 11 11 8 9 1 29 29 39

1,235
23.4%

44.2% 7.0% 4.8% 6.5% 2.3% 0.8% 0.9% 0.9% 0.6% 0.7% 0.1% 2.3%
2.3% 3.2%809 69

65.5% 5.6%

◆ 大学院　修了予定者数　令和６年度（R7.3修了予定）
修士課程/博士前期課程
人文社会科学研究科 20
教 育 学 研 究 科 16
保 健 学 研 究 科 27
理 工 学 研 究 科 135
農学生命科学研究科 60
地域共創科学研究科 26

計 284

博士課程/博士後期課程
医 学 研 究 科 66
保 健 学 研 究 科 12
理 工 学 研 究 科 9
地域社会研究科 7

計 94

大 学 院 合 計 378

北海道
289人

（23.4％）

青森県546人（44.2％）

福島県
10人（0.8％）

秋田県
80人（6.5％）

山形県
28人（2.3％）

宮城県
59人（4.8％）

茨城，栃木，群馬県
29人（2.3％）

埼玉県
11人（0.9％）

中部
29人

（2.3％）

山梨県
1人

（0.1％）

近畿
16人

（1.3％）

中国
4人（0.3％）

四国
4人（0.3％）

九州
4人（0.3％） 東京都

11人（0.9％）
千葉県
8人

（0.6％）神奈川県
9人

（0.7％）

岩手県
86人（7.0％）

沖縄
2人

（0.2％）

海外他
9人（0.7％）

東北21.3%

青森44.2%

北海道23.4%

その他3.2%
関東5.6%
中部2.3%

青森県出身者が約4割，次い
で北海道出身者が約2割です。
北海道と東北で，約9割を占
めます。

※四捨五入の関係で，合計しても100％にならない場合があります。



お問い合わせ先

弘前大学教育推進機構キャリアセンター
〒036-8560 青森県弘前市文京町１

TEL 0172-39-3129
FAX 0172-39-3131

E-mail scc@hirosaki-u.ac.jp

弘前大学保健学研究科学務グループ
〒036-8564 青森県弘前市本町66-1

TEL 0172-39-5471
FAX 0172-39-5912

E-mail s-asari@hirosaki-u.ac.jp

※医学部保健学科，保健学研究科の学生への求人に関しては，上記担当へ
　直接ご連絡いただきますようお願いいたします。


